
オガル㈱

　

か
つ
て
「
米
の
百
倍
、
金
の
十
倍
」
と
称

さ
れ
、
江
戸
時
代
の
山
形
の
繁
栄
を
支
え
た

「
最
上
紅
花
」。
そ
の
紅
花
生
産
・
染
色
加
工

シ
ス
テ
ム
は
日
本
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ
れ

て
お
り
、
本
県
を
代
表
す
る
歴
史
的
・
文
化

的
資
源
の
一
つ
で
あ
る
。
一
方
で
、
紅
花
を

将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
資
源
と
し
て
守
り
、

育
て
て
い
く
に
は
、
文
化
的
価
値
の
継
承
に

加
え
、
産
業
と
し
て
持
続
可
能
な
仕
組
み
を

構
築
し
、
経
済
的
な
循
環
を
生
み
出
し
て
い

く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
う
し
た
課
題
意
識
の
も
と
、
建
設
・
不

動
産
分
野
で
培
っ
た
知
見
を
活
か
し
な
が

ら
、
紅
花
の
新
た
な
産
業
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
、
オ
ガ
ル
株
式
会
社
（
山
形
市
）

代
表
取
締
役
の
佐
藤
貴
俊
氏
と
、
同
社
で
事

業
推
進
を
担
う
小
関
大
介
氏
で
あ
る
。
食
と

観
光
と
生
産
現
場
を
有
機
的
に
結
び
付
け

る
紅
花
循
環
経
済
構
想
「
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｍ

Ｙ
（
ベ
ニ
ノ
ミ
ー
）」
を
推
進
し
て
い
る
両

氏
を
訪
ね
た
。

■
「
最
初
は
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
話
」

　

佐
藤
氏
は
宮
城
県
出
身
。
建
設
業
界
で

23
年
間
経
験
を
積
ん
だ
後
、
山
形
市
へ
の

転
勤
を
機
に
、
２
０
１
８
年
に
遊
休
不
動

産
の
利
活
用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
掛

け
る
オ
ガ
ル
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
社

名
の
「
オ
ガ
ル
」
は
「
成
長
す
る
」
を
意

味
す
る
東
北
地
方
の
方
言
。

　

一
方
、
小
関
氏
は
山
辺
町
出
身
。
高

校
、
大
学
で
建
築
を
学
び
、
民
間
住
宅
会

社
に
て
営
業
、
設
計
・
施
工
管
理
、
支
店

運
営
ま
で
幅
広
く
経
験
し
て
き
た
。
現
在

は
オ
ガ
ル
株
式
会
社
に
お
い
て
不
動
産
活

用
や
空
間
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
起
点
に
、
地

域
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や

自
治
体
、
農
林
水
産
省
関
連
事
業
な
ど
、

地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
業
務
を
担
っ
て

い
る
。

　

そ
ん
な
二
人
が
畑
違
い
と
も
い
え
る
紅

花
事
業
に
関
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、
大
手
旅
行
会
社
か
ら
の
相
談
だ
っ

た
。
山
形
市
の
助
言
を
受
け
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

さ
く
ら
ん
ぼ
山
形
（
山
形
市
な
ど
村
山
地

域
７
市
７
町
で
構
成
）
が
実
施
主
体
と
な

る
農
林
水
産
省
「
農
泊
推
進
対
策
事
業
」

の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
担
う
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
「
最
初
は
雲
を
つ
か
む
よ

う
な
話
で
断
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
佐
藤
氏

は
振
り
返
る
。
し
か
し
、
地
域
資
源
と
し

て
の
紅
花
を
掘
り
下
げ
て
い
く
中
で
、
従

来
と
は
異
な
る
事
業
化
の
可
能
性
が
見
え

て
き
た
。

■
「
紅
花
の
黄
色
素
に
着
目
」

　

紅
花
と
い
え
ば
、
多
く
の
人
が
染
料
と

し
て
の
「
紅
（
赤
）」
を
思
い
浮
か
べ
る
。

だ
が
、
花
に
含
ま
れ
る
赤
色
素
は
わ
ず
か

１
％
未
満
と
さ
れ
、
伝
統
的
な
紅
餅
づ
く

り
の
工
程
で
は
、
赤
色
素
を
取
り
出
す
た

め
に
黄
色
素
を
洗
い
流
し
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。
二
人
が
着
目
し
た
の
は
、
ま
さ
に

こ
の
黄
色
素
だ
っ
た
。

　

黄
色
素
は
食
品
分
野
に
お
い
て
天
然
由

来
の
着
色
素
材
と
し
て
活
用
で
き
る
可
能

性
を
持
つ
。
「
山
形
産
紅
花
を
食
の
分
野

で
展
開
で
き
な
い
か
」（
小
関
氏
）。
そ
ん

な
発
想
が
事
業
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
「
Ｂ
Ｅ
Ｎ

Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
紅
花
）」
と
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｍ
Ｙ
（
経
済
）」
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語

「
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｙ
（
ベ
ニ
ノ
ミ
ー
）」

構
想
で
あ
る
。
紅
花
を
軸
に
食
、
観
光
、

生
産
を
相
互
に
結
び
付
け
、
地
域
内
で
持

続
的
に
価
値
を
生
み
出
す
産
業
構
造
へ
と

再
構
築
し
て
い
こ
う
と
い
う
挑
戦
だ
。

　

構
想
の
具
体
化
に
向
け
て
は
、
農
林
水

産
省
事
業
や
観
光
庁
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関

連
支
援
事
業
（
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支

援
事
業
）
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
紅
花

関
係
者
と
の
意
見
交
換
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
重
ね
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
経
て
２
０
２
４
年
に
、

山
形
市
内
の
飲
食
事
業
者
、
観
光
事
業
者

等
で
構
成
す
る
「
紅
花
推
進
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
た
。
会
長
に
山
寺
立
石
寺
住
職

の
清
原
正
田
氏
が
就
任
し
、
オ
ガ
ル
株
式

食・生産・観光をつなぎ産業化へ

やまがた紅花に新たな光

会
社
が
事
務
局
を
務
め
て
い
る
。

■
「
乾
燥
紅
花
で
商
品
展
開
を
」

　

協
議
会
が
掲
げ
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
染
め
る
た
め
の
赤
、
味
わ
う
た
め
の
黄
」。

紅
花
の
価
値
を
守
り
な
が
ら
、
紅
花
の
新

た
な
魅
力
を
食
や
観
光
へ
と
広
げ
て
い

る
。
そ
の
象
徴
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
が

紅
花
の
黄
色
素
を
利
活
用
し
た
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
開
発
。
軽
や
か
な
味
わ
い
の

「
ベ
ニ
バ
ナ
エ
ー
ル
」
は
酒
田
ト
ラ
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
ビ
ー
ル
（
酒
田
市
）
が
、
キ
レ

の
あ
る
「
ベ
ニ
バ
ナ
ラ
ガ
ー
」
は
蔵
王
ブ

ル
ワ
リ
ー
（
山
形
市
）
が
醸
造
を
担
当
。

黄
色
の
鮮
や
か
さ
が
印
象
的
で
、
色
彩
の

美
し
さ
と
地
域
性
を
兼
ね
備
え
た
商
品
と

し
て
発
表
さ
れ
た
。
完
成
試
飲
会
で
も
参

加
者
か
ら
好
評
を
得
た
。
紅
花
は
「
見
る

も
の
、
染
め
る
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
か
っ
た
だ
け
に
、
多
く
の
人
に
新
鮮

な
驚
き
を
与
え
た
。

　

商
品
展
開
の
中
で
も
、
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、
摘
み
取
っ
た
花
弁
を
そ
の

ま
ま
乾
燥
さ
せ
た
干
紅
花
「
乾
燥
紅
花

（
乱
花
）」
の
販
路
拡
大
で
あ
る
。
乾
燥
紅

花
は
、
パ
ン
、
そ
ば
、
う
ど
ん
な
ど
の
食

品
加
工
向
け
素
材
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
山
寺
を
訪
れ
た
台
湾
人
観

光
客
が
、
土
産
品
と
し
て
乾
燥
紅
花
を
買

い
求
め
る
姿
も
見
ら
れ
、
国
内
だ
け
で
な

く
海
外
市
場
へ
の
可
能
性
も
広
が
っ
て
い

る
。
山
形
銀
行
、
山
形
県
主
催
に
よ
る
台

湾
・
台
北
市
で
の
商
談
会
に
も
参
加
し
、

中
華
圏
を
視
野
に
い
れ
な
が
ら
、
販
路
拡

大
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。

■
「
生
産
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
前
提
」

　
「
紅
花
循
環
経
済
構
想
」
を
本
格
的
に

進
め
る
う
え
で
、
商
品
開
発
や
販
路
開
拓

と
並
ん
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
安
定
供
給

を
支
え
る
生
産
体
制
の
確
立
で
あ
る
。
現

在
の
紅
花
栽
培
は
文
化
継
承
・
保
存
等
を

目
的
と
し
た
取
り
組
み
が
中
心
で
、
紅
花

単
体
で
生
産
者
所
得
を
十
分
に
確
保
で
き

る
段
階
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　

小
関
氏
は
「
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、

紅
花
で
農
家
が
き
ち
ん
と
収
入
を
得
ら

れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
」
と
語
る
。

２
０
２
５
年
に
は
、
山
形
市
内
の
圃
場
で

栽
培
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
中
山
町
、
河

北
町
を
生
産
拠
点
に
生
産
拡
大
を
図
っ
て

い
る
。

　

河
北
町
は
紅
花
資
料
館
を
有
し
、
紅
花

振
興
と
普
及
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
地

域
で
あ
る
。
雑
草
処
理
や
連
作
障
害
と

い
っ
た
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
機
械
化

や
土
寄
せ
を
取
り
入
れ
た
栽
培
体
系
を
確

立
し
、継
続
的
な
生
産
を
実
現
し
て
い
る
。

一
方
、
中
山
町
は
、
紅
花
と
米
に
よ
っ
て

財
を
な
し
た
豪
農
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て

お
り
、
国
指
定
重
要
文
化
財
「
旧
柏
倉
家

住
宅
」
を
擁
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
最
上

紅
花
栽
培
に
加
え
て
、
現
在
の
需
要
に
対

応
し
や
す
い
「
ト
ゲ
無
し
紅
花
」
の
栽
培

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
ベ
テ

ラ
ン
農
家
の
指
導
の
も
と
で
、
若
手
農
家

が
栽
培
に
参
画
す
る
動
き
も
生
ま
れ
て
お

り
、
担
い
手
の
す
そ
野
拡
大
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

■
「
農
山
漁
村
の
宝
に
選
ば
れ
る
」

　

紅
花
の
産
業
化
に
向
け
て
は
、
学
術
・

研
究
機
関
と
の
連
携
も
進
ん
で
い
る
。
山

形
大
学
で
は
、
紅
花
の
健
康
機
能
性
に
関

す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
山
形
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
慶
応
義
塾
大
学
先

端
生
命
科
学
研
究
所
で
は
、
有
効
成
分
の

解
析
評
価
、
食
品
利
用
の
可
能
性
に
関
す

る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
東
北
経
済
産
業
局
の
「
Ｔ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
ブ
ラ
ン
ド
確
立
促
進
支
援
事

業
」
に
も
採
択
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
知
的
財
産
の
各
分

野
で
専
門
家
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
新

商
品
開
発
や
価
値
訴
求
の
高
度
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
活
動
は
対
外
的
に
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
紅
花
推
進
協
議

会
は
昨
年
、
農
林
水
産
省
主
催
の
「
第
12

回
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」
に
お

い
て
、
全
国
公
募
４
５
４
件
の
中
か
ら
優

良
事
例
30
件
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
た
。
選

定
後
に
は
農
林
水
産
省
で
の
選
定
証
授
与

式
に
加
え
、
首
相
官
邸
で
開
催
さ
れ
た
交

流
会
に
も
参
加
し
。
や
ま
が
た
紅
花
の
魅

力
と
今
後
の
可
能
性
を
広
く
発
信
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

佐
藤
、
小
関
氏
は
「
私
た
ち
は
建
設
や

不
動
産
の
出
身
で
す
が
、
そ
の
視
点
で
地

域
を
見
つ
め
直
し
た
結
果
、
紅
花
と
い
う

大
き
な
可
能
性
を
持
つ
資
源
（
宝
）
に
た

ど
り
着
い
た
。
紅
花
推
進
協
議
会
の
活
動

を
通
し
て
、
生
産
者
、
観
光
関
係
者
、
飲

食
事
業
者
、
研
究
機
関
、
行
政
、
活
動
を

後
押
し
し
て
く
れ
た
山
形
商
工
会
議
所
な

ど
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
山

形
の
紅
花
文
化
に
新
た
な
光
を
当
て
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。
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か
つ
て
「
米
の
百
倍
、
金
の
十
倍
」
と
称

さ
れ
、
江
戸
時
代
の
山
形
の
繁
栄
を
支
え
た

「
最
上
紅
花
」。
そ
の
紅
花
生
産
・
染
色
加
工

シ
ス
テ
ム
は
日
本
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ
れ

て
お
り
、
本
県
を
代
表
す
る
歴
史
的
・
文
化

的
資
源
の
一
つ
で
あ
る
。
一
方
で
、
紅
花
を

将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
資
源
と
し
て
守
り
、

育
て
て
い
く
に
は
、
文
化
的
価
値
の
継
承
に

加
え
、
産
業
と
し
て
持
続
可
能
な
仕
組
み
を

構
築
し
、
経
済
的
な
循
環
を
生
み
出
し
て
い

く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
う
し
た
課
題
意
識
の
も
と
、
建
設
・
不

動
産
分
野
で
培
っ
た
知
見
を
活
か
し
な
が

ら
、
紅
花
の
新
た
な
産
業
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
、
オ
ガ
ル
株
式
会
社
（
山
形
市
）

代
表
取
締
役
の
佐
藤
貴
俊
氏
と
、
同
社
で
事

業
推
進
を
担
う
小
関
大
介
氏
で
あ
る
。
食
と

観
光
と
生
産
現
場
を
有
機
的
に
結
び
付
け

る
紅
花
循
環
経
済
構
想
「
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｍ

Ｙ
（
ベ
ニ
ノ
ミ
ー
）」
を
推
進
し
て
い
る
両

氏
を
訪
ね
た
。

■
「
最
初
は
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
話
」

　

佐
藤
氏
は
宮
城
県
出
身
。
建
設
業
界
で

23
年
間
経
験
を
積
ん
だ
後
、
山
形
市
へ
の

転
勤
を
機
に
、
２
０
１
８
年
に
遊
休
不
動

産
の
利
活
用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
掛

け
る
オ
ガ
ル
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
社

名
の
「
オ
ガ
ル
」
は
「
成
長
す
る
」
を
意

味
す
る
東
北
地
方
の
方
言
。

　

一
方
、
小
関
氏
は
山
辺
町
出
身
。
高

校
、
大
学
で
建
築
を
学
び
、
民
間
住
宅
会

社
に
て
営
業
、
設
計
・
施
工
管
理
、
支
店

運
営
ま
で
幅
広
く
経
験
し
て
き
た
。
現
在

は
オ
ガ
ル
株
式
会
社
に
お
い
て
不
動
産
活

用
や
空
間
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
起
点
に
、
地

域
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や

自
治
体
、
農
林
水
産
省
関
連
事
業
な
ど
、

地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
業
務
を
担
っ
て

い
る
。

　

そ
ん
な
二
人
が
畑
違
い
と
も
い
え
る
紅

花
事
業
に
関
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、
大
手
旅
行
会
社
か
ら
の
相
談
だ
っ

た
。
山
形
市
の
助
言
を
受
け
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

さ
く
ら
ん
ぼ
山
形
（
山
形
市
な
ど
村
山
地

域
７
市
７
町
で
構
成
）
が
実
施
主
体
と
な

る
農
林
水
産
省
「
農
泊
推
進
対
策
事
業
」

の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
担
う
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
「
最
初
は
雲
を
つ
か
む
よ

う
な
話
で
断
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
佐
藤
氏

は
振
り
返
る
。
し
か
し
、
地
域
資
源
と
し

て
の
紅
花
を
掘
り
下
げ
て
い
く
中
で
、
従

来
と
は
異
な
る
事
業
化
の
可
能
性
が
見
え

て
き
た
。

■
「
紅
花
の
黄
色
素
に
着
目
」

　

紅
花
と
い
え
ば
、
多
く
の
人
が
染
料
と

し
て
の
「
紅
（
赤
）」
を
思
い
浮
か
べ
る
。

だ
が
、
花
に
含
ま
れ
る
赤
色
素
は
わ
ず
か

１
％
未
満
と
さ
れ
、
伝
統
的
な
紅
餅
づ
く

り
の
工
程
で
は
、
赤
色
素
を
取
り
出
す
た

め
に
黄
色
素
を
洗
い
流
し
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。
二
人
が
着
目
し
た
の
は
、
ま
さ
に

こ
の
黄
色
素
だ
っ
た
。

　

黄
色
素
は
食
品
分
野
に
お
い
て
天
然
由

来
の
着
色
素
材
と
し
て
活
用
で
き
る
可
能

性
を
持
つ
。
「
山
形
産
紅
花
を
食
の
分
野

で
展
開
で
き
な
い
か
」（
小
関
氏
）。
そ
ん

な
発
想
が
事
業
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
「
Ｂ
Ｅ
Ｎ

Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
紅
花
）」
と
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｍ
Ｙ
（
経
済
）」
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語

「
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｙ
（
ベ
ニ
ノ
ミ
ー
）」

構
想
で
あ
る
。
紅
花
を
軸
に
食
、
観
光
、

生
産
を
相
互
に
結
び
付
け
、
地
域
内
で
持

続
的
に
価
値
を
生
み
出
す
産
業
構
造
へ
と

再
構
築
し
て
い
こ
う
と
い
う
挑
戦
だ
。

　

構
想
の
具
体
化
に
向
け
て
は
。
農
林
水

産
省
事
業
や
観
光
庁
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関

連
支
援
事
業
（
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支

援
事
業
）
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
紅
花

関
係
者
と
の
意
見
交
換
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
重
ね
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
経
て
２
０
２
４
年
に
、

山
形
市
内
の
飲
食
事
業
者
、
観
光
事
業
者

等
で
構
成
す
る
「
紅
花
推
進
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
た
。
会
長
に
山
寺
立
石
寺
住
職

の
清
原
正
田
氏
が
就
任
し
、
オ
ガ
ル
株
式

会
社
が
事
務
局
を
務
め
て
い
る
。

■
「
乾
燥
紅
花
で
商
品
展
開
を
」

　

協
議
会
が
掲
げ
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
染
め
る
た
め
の
赤
、
味
わ
う
た
め
の
黄
」。

紅
花
の
価
値
を
守
り
な
が
ら
、
紅
花
の
新

た
な
魅
力
を
食
や
観
光
へ
と
広
げ
て
い

る
。
そ
の
象
徴
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
が

紅
花
の
黄
色
素
を
利
活
用
し
た
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
開
発
。
軽
や
か
な
味
わ
い
の

「
ベ
ニ
バ
ナ
エ
ー
ル
」
は
酒
田
ト
ラ
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
ビ
ー
ル
（
酒
田
市
）
が
、
キ
レ

の
あ
る
「
ベ
ニ
バ
ナ
ラ
ガ
ー
」
は
蔵
王
ブ

ル
ワ
リ
ー
（
山
形
市
）
が
醸
造
を
担
当
。

黄
色
の
鮮
や
か
さ
が
印
象
的
で
、
色
彩
の

美
し
さ
と
地
域
性
を
兼
ね
備
え
た
商
品
と

し
て
発
表
さ
れ
た
。
完
成
試
飲
会
で
も
参

加
者
か
ら
好
評
を
得
た
。
紅
花
は
「
見
る

も
の
、
染
め
る
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
か
っ
た
だ
け
に
、
多
く
の
人
に
新
鮮

な
驚
き
を
与
え
た
。

　

商
品
展
開
の
中
で
も
、
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、
摘
み
取
っ
た
花
弁
を
そ
の

ま
ま
乾
燥
さ
せ
た
干
紅
花
「
乾
燥
紅
花

（
乱
花
）」
の
販
路
拡
大
で
あ
る
。
乾
燥
紅

花
は
、
パ
ン
、
そ
ば
、
う
ど
ん
な
ど
の
食

品
加
工
向
け
素
材
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
山
寺
を
訪
れ
た
台
湾
人
観

光
客
が
、
土
産
品
と
し
て
乾
燥
紅
花
を
買

い
求
め
る
姿
も
見
ら
れ
、
国
内
だ
け
で
な

く
海
外
市
場
へ
の
可
能
性
も
広
が
っ
て
い

る
。
山
形
銀
行
、
山
形
県
主
催
に
よ
る
台

湾
・
台
北
市
で
の
商
談
会
に
も
参
加
し
、

中
華
圏
を
視
野
に
い
れ
な
が
ら
、
販
路
拡

大
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。

■
「
生
産
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
前
提
」

　
「
紅
花
循
環
経
済
構
想
」
を
本
格
的
に

進
め
る
う
え
で
、
商
品
開
発
や
販
路
開
拓

と
並
ん
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
安
定
供
給

を
支
え
る
生
産
体
制
の
確
立
で
あ
る
。
現

在
の
紅
花
栽
培
は
文
化
継
承
・
保
存
等
を

目
的
と
し
た
取
り
組
み
が
中
心
で
、
紅
花

単
体
で
生
産
者
所
得
を
十
分
に
確
保
で
き

る
段
階
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　

小
関
氏
は
「
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、

紅
花
で
農
家
が
き
ち
ん
と
収
入
を
得
ら

れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
」
と
語
る
。

２
０
２
５
年
に
は
、
山
形
市
内
の
圃
場
で

栽
培
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
中
山
町
、
河

北
町
を
生
産
拠
点
に
生
産
拡
大
を
図
っ
て

い
る
。

　

河
北
町
は
紅
花
資
料
館
を
有
し
、
紅
花

振
興
と
普
及
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
地

域
で
あ
る
。
雑
草
処
理
や
連
作
障
害
と

い
っ
た
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
機
械
化

や
土
寄
せ
を
取
り
入
れ
た
栽
培
体
系
を
確

立
し
、継
続
的
な
生
産
を
実
現
し
て
い
る
。

一
方
、
中
山
町
は
、
紅
花
と
米
に
よ
っ
て

財
を
な
し
た
豪
農
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て

お
り
、
国
指
定
重
要
文
化
財
「
旧
柏
倉
家

住
宅
」
を
擁
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
最
上

紅
花
栽
培
に
加
え
て
、
現
在
の
需
要
に
対

応
し
や
す
い
「
ト
ゲ
無
し
紅
花
」
の
栽
培

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
ベ
テ

ラ
ン
農
家
の
指
導
の
も
と
で
、
若
手
農
家

が
栽
培
に
参
画
す
る
動
き
も
生
ま
れ
て
お

り
、
担
い
手
の
す
そ
野
拡
大
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

■
「
農
山
漁
村
の
宝
に
選
ば
れ
る
」

　

紅
花
の
産
業
化
に
向
け
て
は
、
学
術
・

研
究
機
関
と
の
連
携
も
進
ん
で
い
る
。
山

形
大
学
で
は
、
紅
花
の
健
康
機
能
性
に
関

す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
山
形
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
慶
応
義
塾
大
学
先

端
生
命
科
学
研
究
所
で
は
、
有
効
成
分
の

解
析
評
価
、
食
品
利
用
の
可
能
性
に
関
す

る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
東
北
経
済
産
業
局
の
「
Ｔ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
ブ
ラ
ン
ド
確
立
促
進
支
援
事

業
」
に
も
採
択
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
知
的
財
産
の
各
分

野
で
専
門
家
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
新

商
品
開
発
や
価
値
訴
求
の
高
度
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
活
動
は
対
外
的
に
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
紅
花
推
進
協
議

会
は
昨
年
、
農
林
水
産
省
主
催
の
「
第
12

回
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」
に
お

い
て
、
全
国
公
募
４
５
４
件
の
中
か
ら
優

良
事
例
30
件
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
た
。
選

定
後
に
は
農
林
水
産
省
で
の
選
定
証
授
与

式
に
加
え
、
首
相
官
邸
で
開
催
さ
れ
た
交

流
会
に
も
参
加
し
。
や
ま
が
た
紅
花
の
魅

力
と
今
後
の
可
能
性
を
広
く
発
信
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

佐
藤
、
小
関
氏
は
「
私
た
ち
は
建
設
や

不
動
産
の
出
身
で
す
が
、
そ
の
視
点
で
地

域
を
見
つ
め
直
し
た
結
果
、
紅
花
と
い
う

大
き
な
可
能
性
を
持
つ
資
源
（
宝
）
に
た

ど
り
着
い
た
。
紅
花
推
進
協
議
会
の
活
動

を
通
し
て
、
生
産
者
、
観
光
関
係
者
、
飲

食
事
業
者
、
研
究
機
関
、
行
政
、
活
動
を

後
押
し
し
て
く
れ
た
山
形
商
工
会
議
所
な

ど
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
山

形
の
紅
花
文
化
に
新
た
な
光
を
当
て
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

台
湾
で
の
商
談
会
に
出
品
し
た
黄
色
素
を

活
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

販
路
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
乾
燥
紅
花

紅花の生産拡大が商品開発の大前提に。写真は昨年の収穫作業。今年度は紅花の振興と普及に
長年にわたって取り組んできた河北町、中山町でも栽培に取り組む
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か
つ
て
「
米
の
百
倍
、
金
の
十
倍
」
と
称

さ
れ
、
江
戸
時
代
の
山
形
の
繁
栄
を
支
え
た

「
最
上
紅
花
」。
そ
の
紅
花
生
産
・
染
色
加
工

シ
ス
テ
ム
は
日
本
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ
れ

て
お
り
、
本
県
を
代
表
す
る
歴
史
的
・
文
化

的
資
源
の
一
つ
で
あ
る
。
一
方
で
、
紅
花
を

将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
資
源
と
し
て
守
り
、

育
て
て
い
く
に
は
、
文
化
的
価
値
の
継
承
に

加
え
、
産
業
と
し
て
持
続
可
能
な
仕
組
み
を

構
築
し
、
経
済
的
な
循
環
を
生
み
出
し
て
い

く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
う
し
た
課
題
意
識
の
も
と
、
建
設
・
不

動
産
分
野
で
培
っ
た
知
見
を
活
か
し
な
が

ら
、
紅
花
の
新
た
な
産
業
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
、
オ
ガ
ル
株
式
会
社
（
山
形
市
）

代
表
取
締
役
の
佐
藤
貴
俊
氏
と
、
同
社
で
事

業
推
進
を
担
う
小
関
大
介
氏
で
あ
る
。
食
と

観
光
と
生
産
現
場
を
有
機
的
に
結
び
付
け

る
紅
花
循
環
経
済
構
想
「
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｍ

Ｙ
（
ベ
ニ
ノ
ミ
ー
）」
を
推
進
し
て
い
る
両

氏
を
訪
ね
た
。

■
「
最
初
は
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
話
」

　

佐
藤
氏
は
宮
城
県
出
身
。
建
設
業
界
で

23
年
間
経
験
を
積
ん
だ
後
、
山
形
市
へ
の

転
勤
を
機
に
、
２
０
１
８
年
に
遊
休
不
動

産
の
利
活
用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
掛

け
る
オ
ガ
ル
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
社

名
の
「
オ
ガ
ル
」
は
「
成
長
す
る
」
を
意

味
す
る
東
北
地
方
の
方
言
。

　

一
方
、
小
関
氏
は
山
辺
町
出
身
。
高

校
、
大
学
で
建
築
を
学
び
、
民
間
住
宅
会

社
に
て
営
業
、
設
計
・
施
工
管
理
、
支
店

運
営
ま
で
幅
広
く
経
験
し
て
き
た
。
現
在

は
オ
ガ
ル
株
式
会
社
に
お
い
て
不
動
産
活

用
や
空
間
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
起
点
に
、
地

域
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や

自
治
体
、
農
林
水
産
省
関
連
事
業
な
ど
、

地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
業
務
を
担
っ
て

い
る
。

　

そ
ん
な
二
人
が
畑
違
い
と
も
い
え
る
紅

花
事
業
に
関
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、
大
手
旅
行
会
社
か
ら
の
相
談
だ
っ

た
。
山
形
市
の
助
言
を
受
け
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

さ
く
ら
ん
ぼ
山
形
（
山
形
市
な
ど
村
山
地

域
７
市
７
町
で
構
成
）
が
実
施
主
体
と
な

る
農
林
水
産
省
「
農
泊
推
進
対
策
事
業
」

の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
担
う
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
「
最
初
は
雲
を
つ
か
む
よ

う
な
話
で
断
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
佐
藤
氏

は
振
り
返
る
。
し
か
し
、
地
域
資
源
と
し

て
の
紅
花
を
掘
り
下
げ
て
い
く
中
で
、
従

来
と
は
異
な
る
事
業
化
の
可
能
性
が
見
え

て
き
た
。

■
「
紅
花
の
黄
色
素
に
着
目
」

　

紅
花
と
い
え
ば
、
多
く
の
人
が
染
料
と

し
て
の
「
紅
（
赤
）」
を
思
い
浮
か
べ
る
。

だ
が
、
花
に
含
ま
れ
る
赤
色
素
は
わ
ず
か

１
％
未
満
と
さ
れ
、
伝
統
的
な
紅
餅
づ
く

り
の
工
程
で
は
、
赤
色
素
を
取
り
出
す
た

め
に
黄
色
素
を
洗
い
流
し
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。
二
人
が
着
目
し
た
の
は
、
ま
さ
に

こ
の
黄
色
素
だ
っ
た
。

　

黄
色
素
は
食
品
分
野
に
お
い
て
天
然
由

来
の
着
色
素
材
と
し
て
活
用
で
き
る
可
能

性
を
持
つ
。
「
山
形
産
紅
花
を
食
の
分
野

で
展
開
で
き
な
い
か
」（
小
関
氏
）。
そ
ん

な
発
想
が
事
業
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
「
Ｂ
Ｅ
Ｎ

Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
紅
花
）」
と
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｍ
Ｙ
（
経
済
）」
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語

「
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｙ
（
ベ
ニ
ノ
ミ
ー
）」

構
想
で
あ
る
。
紅
花
を
軸
に
食
、
観
光
、

生
産
を
相
互
に
結
び
付
け
、
地
域
内
で
持

続
的
に
価
値
を
生
み
出
す
産
業
構
造
へ
と

再
構
築
し
て
い
こ
う
と
い
う
挑
戦
だ
。

　

構
想
の
具
体
化
に
向
け
て
は
。
農
林
水

産
省
事
業
や
観
光
庁
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関

連
支
援
事
業
（
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
支

援
事
業
）
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
紅
花

関
係
者
と
の
意
見
交
換
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
重
ね
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
経
て
２
０
２
４
年
に
、

山
形
市
内
の
飲
食
事
業
者
、
観
光
事
業
者

等
で
構
成
す
る
「
紅
花
推
進
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
た
。
会
長
に
山
寺
立
石
寺
住
職

の
清
原
正
田
氏
が
就
任
し
、
オ
ガ
ル
株
式

会
社
が
事
務
局
を
務
め
て
い
る
。

■
「
乾
燥
紅
花
で
商
品
展
開
を
」

　

協
議
会
が
掲
げ
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
染
め
る
た
め
の
赤
、
味
わ
う
た
め
の
黄
」。

紅
花
の
価
値
を
守
り
な
が
ら
、
紅
花
の
新

た
な
魅
力
を
食
や
観
光
へ
と
広
げ
て
い

る
。
そ
の
象
徴
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
が

紅
花
の
黄
色
素
を
利
活
用
し
た
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
開
発
。
軽
や
か
な
味
わ
い
の

「
ベ
ニ
バ
ナ
エ
ー
ル
」
は
酒
田
ト
ラ
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
ビ
ー
ル
（
酒
田
市
）
が
、
キ
レ

の
あ
る
「
ベ
ニ
バ
ナ
ラ
ガ
ー
」
は
蔵
王
ブ

ル
ワ
リ
ー
（
山
形
市
）
が
醸
造
を
担
当
。

黄
色
の
鮮
や
か
さ
が
印
象
的
で
、
色
彩
の

美
し
さ
と
地
域
性
を
兼
ね
備
え
た
商
品
と

し
て
発
表
さ
れ
た
。
完
成
試
飲
会
で
も
参

加
者
か
ら
好
評
を
得
た
。
紅
花
は
「
見
る

も
の
、
染
め
る
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
か
っ
た
だ
け
に
、
多
く
の
人
に
新
鮮

な
驚
き
を
与
え
た
。

　

商
品
展
開
の
中
で
も
、
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、
摘
み
取
っ
た
花
弁
を
そ
の

ま
ま
乾
燥
さ
せ
た
干
紅
花
「
乾
燥
紅
花

（
乱
花
）」
の
販
路
拡
大
で
あ
る
。
乾
燥
紅

花
は
、
パ
ン
、
そ
ば
、
う
ど
ん
な
ど
の
食

品
加
工
向
け
素
材
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
山
寺
を
訪
れ
た
台
湾
人
観

光
客
が
、
土
産
品
と
し
て
乾
燥
紅
花
を
買

い
求
め
る
姿
も
見
ら
れ
、
国
内
だ
け
で
な

く
海
外
市
場
へ
の
可
能
性
も
広
が
っ
て
い

る
。
山
形
銀
行
、
山
形
県
主
催
に
よ
る
台

湾
・
台
北
市
で
の
商
談
会
に
も
参
加
し
、

中
華
圏
を
視
野
に
い
れ
な
が
ら
、
販
路
拡

大
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。

■
「
生
産
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
前
提
」

　
「
紅
花
循
環
経
済
構
想
」
を
本
格
的
に

進
め
る
う
え
で
、
商
品
開
発
や
販
路
開
拓

と
並
ん
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
安
定
供
給

を
支
え
る
生
産
体
制
の
確
立
で
あ
る
。
現

在
の
紅
花
栽
培
は
文
化
継
承
・
保
存
等
を

目
的
と
し
た
取
り
組
み
が
中
心
で
、
紅
花

単
体
で
生
産
者
所
得
を
十
分
に
確
保
で
き

る
段
階
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　

小
関
氏
は
「
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、

紅
花
で
農
家
が
き
ち
ん
と
収
入
を
得
ら

れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
」
と
語
る
。

２
０
２
５
年
に
は
、
山
形
市
内
の
圃
場
で

栽
培
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
中
山
町
、
河

北
町
を
生
産
拠
点
に
生
産
拡
大
を
図
っ
て

い
る
。

　

河
北
町
は
紅
花
資
料
館
を
有
し
、
紅
花

振
興
と
普
及
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
地

域
で
あ
る
。
雑
草
処
理
や
連
作
障
害
と

い
っ
た
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
機
械
化

や
土
寄
せ
を
取
り
入
れ
た
栽
培
体
系
を
確

立
し
、継
続
的
な
生
産
を
実
現
し
て
い
る
。

一
方
、
中
山
町
は
、
紅
花
と
米
に
よ
っ
て

財
を
な
し
た
豪
農
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て

お
り
、
国
指
定
重
要
文
化
財
「
旧
柏
倉
家

住
宅
」
を
擁
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
最
上

紅
花
栽
培
に
加
え
て
、
現
在
の
需
要
に
対

応
し
や
す
い
「
ト
ゲ
無
し
紅
花
」
の
栽
培

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
ベ
テ

ラ
ン
農
家
の
指
導
の
も
と
で
、
若
手
農
家

が
栽
培
に
参
画
す
る
動
き
も
生
ま
れ
て
お

り
、
担
い
手
の
す
そ
野
拡
大
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

■
「
農
山
漁
村
の
宝
に
選
ば
れ
る
」

　

紅
花
の
産
業
化
に
向
け
て
は
、
学
術
・

研
究
機
関
と
の
連
携
も
進
ん
で
い
る
。
山

形
大
学
で
は
、
紅
花
の
健
康
機
能
性
に
関

す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
山
形
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
慶
応
義
塾
大
学
先

端
生
命
科
学
研
究
所
で
は
、
有
効
成
分
の

解
析
評
価
、
食
品
利
用
の
可
能
性
に
関
す

る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
東
北
経
済
産
業
局
の
「
Ｔ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
ブ
ラ
ン
ド
確
立
促
進
支
援
事

業
」
に
も
採
択
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
知
的
財
産
の
各
分

野
で
専
門
家
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
新

商
品
開
発
や
価
値
訴
求
の
高
度
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
活
動
は
対
外
的
に
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
紅
花
推
進
協
議

会
は
昨
年
、
農
林
水
産
省
主
催
の
「
第
12

回
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」
に
お

い
て
、
全
国
公
募
４
５
４
件
の
中
か
ら
優

良
事
例
30
件
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
た
。
選

定
後
に
は
農
林
水
産
省
で
の
選
定
証
授
与

式
に
加
え
、
首
相
官
邸
で
開
催
さ
れ
た
交

流
会
に
も
参
加
し
。
や
ま
が
た
紅
花
の
魅

力
と
今
後
の
可
能
性
を
広
く
発
信
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

佐
藤
、
小
関
氏
は
「
私
た
ち
は
建
設
や

不
動
産
の
出
身
で
す
が
、
そ
の
視
点
で
地

域
を
見
つ
め
直
し
た
結
果
、
紅
花
と
い
う

大
き
な
可
能
性
を
持
つ
資
源
（
宝
）
に
た

ど
り
着
い
た
。
紅
花
推
進
協
議
会
の
活
動

を
通
し
て
、
生
産
者
、
観
光
関
係
者
、
飲

食
事
業
者
、
研
究
機
関
、
行
政
、
活
動
を

後
押
し
し
て
く
れ
た
山
形
商
工
会
議
所
な

ど
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
山

形
の
紅
花
文
化
に
新
た
な
光
を
当
て
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

オ
ガ
ル
㈱
が
事
務
局
の
紅
花
推
進
協
議
会
が

農
林
水
産
省
の
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
」

に
選
定
さ
れ
表
彰
を
受
け
た
（
２
０
２
５
年

12
月
19
日
）
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